
                日 常 の 「ヒー ロ ー 」

        ― ハ イ ン リヒ ・ベ ル の 『道 化 師 の 意 見 』に つ い て ―

                                  羽 坂 知 恵

  ハ インリヒ・ベ ル は 、小 説 『道 化 師 の 意 見 』(Ansichten eines Clowns*以 下 『道 化 師 』と略

す 。)を1963年 に発 表 した 。そ の 際 、激 しい 論 争 が 、この 小 説 をめ ぐつて 展 開 され た 。とい うの

も、ベ ル が 自分 の 小 説 を用 い て 、カ トリシズ ムや 当 時 の 政 治 、耽 美 主 義 を批 判 した の だ1と 、当

時 の 世 間 は 主 に 受 け 止 め た か らで あ る。またMarcel Reich・Ranickiの ように 、これ を 「エ ロチ

ックな 物 語 」で あ るとした2批 評 家 、そ して 『道 化 師 』の 主 人 公 ハ ンス と>The Catcher in the

Rye<3の 主 人 公 との 間 に 、共 通 点 を 見 出 した'G�ter Bl�kerの ような 批 評 家 もい た。

  だ が 、これ らの 批 評 は ま だ 十 分 とは い えま い 。な ぜ な ら、そ れ らは まだ 大 まか に 、い うな れ

ば イデ オ ロギ ー 的 に 小 説 を解 釈 した だ け の ように お もえ るか らだ 。そ こで 私 は 今 回 、主 として

ハ ンス とそ の 父 親 との 関 わ りに っ い て 、そ の 箇 所 で 使 わ れ る 単 語 の 象 徴 的 意 味 まで を5検 討 し、

作 品 解 釈 を行 い た い 。

  さて 、Bernd Balzerに よれ ば 、今 日も は や 解 釈 の 主 流 は 、作 者 と主 人 公 を 同 一 視 して い

な い5。 な ぜ な らこの 小 説 は 、内 容 の ほ とん どが 主 人 公 によつ て 語 られ る一 人 称 小 説7で あるか

.R B�l, Heinrich:Ansichten eines Clowns. In:Werke, Romane und

Erz臧lungen, Bd.4, hrsg. von Bernd Ballzer. K�n 1977, S.67-266.

1.Schwarz, Wilhelm Johannes:Der Erz臧ler Heinrich B�l. Bern 1967, S.

62.

2.Reich-Ranicki, Marcel:Literatur der kleinen Schritte. M�chen 1967, S.

15.

3.Jerome David Salinger:The Catcher in the Rye.Boston 1951

4.Bl�ker, G�ter:Der letzte Mensch. In:Der Schriftsteller Heinrich B�l.

Ein biographisch-bibliographischer Abriﾟ. M�chen 1969, S.74.

5.ち な み に主 人公 がデ ィテ ール に鈍 感 な人 々 を批 判す る箇所 が作 中 にある。:「僕 のわ ず か な経 験 によ

れ ば、カトリック教 徒たち には ディテー ル 対 する感 覚 が、少 しも無 い。1.(Werke. S.114)「 彼 ら(帰 国した亡

命 者 たち)に は 、恐 ろしい 秘 密 は 碩末 事 にあることが 、わかってい なか つた 。大 きな事柄 を後 悔す るのは 、

い ともた やす い 。政 治 的誤 謬 、姦淫 、殺 人 、反 ユダヤ 主義 … しかし、誰 が人 間を許 す の か 、誰 が ディテー

ル を理 解 してい るというのか 。」(Werke S,215)こ れ は、作 中のカトリック教 徒 批判 に単 にとどまらず 、『道 化

師 』のデ ィテー ル を理解 しな いだ ろう批 評 家達 へ の、あてこす りかもしれ ない。

6.Balzer, Bernd:Heinrich B�l. Ansichten eines Clowns. Frankfurt a. M.
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らだ。す なわち、第15章 で 主人公 と対面 する人 物 、お よび わず か2、3言 を交 わす 隣 人 の ほか

は、誰一 人 、主 人公 の前 に(つ まり読 者 の前 に)直 接 登場 す ることが 無 い8。つ まりBalzer9の

いうように、読 者 は、小説 世 界 をただ 主 人公 の ビジョンを通 じて の み 、体験 で きるの である。さ

らに主人公 には現実 と空想 との 区別 がっ けられ ない 。したがつてArp臈 Bern舩hioも いう

ように、読者 には、小 説 に描かれ た世 界 が現実 なのか 、それ ともハ ンスの空想 に過 ぎな いの か 、

判 断 しづらい はずな のである。つ まり、ベ ル はハ ンスに対 し、ある程 度アイロニカル な見 方 をし

ているとす べきであろう。

  しかし、作 者 は主人公 を完全 に突 き放 し、単 に愚 か 者 として描 い ているの でもなさそうだ 。

す なわ ちベ ル は 、ハ ンスと距 離 を 置 きな が らも 、自分 の 考 えを 、ある程 度 ハ ンスの 「見解 」

Ansichtenに 反映 させ たのだ。ベ ル の 見解 が 、ハ ンスのそれ に近 いと考 えられ るか らこそ 、

発 表 当 時『道 化 師』は物 議 をかもした の で ある。そ してReiner Poppei1の いうように 、

Clownと いうものは伝 統 的に愚 か者 的側 面 を持 っ 一 方 で、賢者 として の側 面を持 っモ チ ー

フでもある。す なわち、Clownは 、社 会 にお ける「常識 的」な考 えに 束縛 されず 、独 自の見 解

を持 つ ことが可能 なの である。

  主人公 ハ ンスは、職 業 道化 師。彼 の故 郷 は 、旧西 ドイツの首 都 、ボンである。ハ ンスの父

親 は億 万長者 であるほか 、さまざまな肩書 きを持 つている。ところがハ ンスは 、21歳 でマ リー と

駆 け落 ちす る。以来彼 らは 、同棲 生活 を送 ってきた。だ がある 日、彼 女 は彼 を捨 て 、カトリック

教徒 ツユッブナ― と結 婚してしまう。

1988,S.43.

7.Robert C. Conradに よれば、ベルは、『道化師』を始め三人称で書き、後に一人称 に書きなおし

たようだ。っまり、ベルはこの小説を、意識的に一 人称形式 で書いた。なお、『道化師』以前 にベ ルは、

Marieを 主 人公 として、非公 開 の小 説》>Augenblicke《(を 書い てい るそうで ある。 Conrad,

Robert C:Heinrich B�l. Boston 1981, S.211.

B.主 人公は主に、電話を通じてしか他人と会話をしない。例外はコステルトだが、彼 らはドア越 しに話を

するだけである。尚、コステルトは、主人公に出演料を渡したにもかかわらず、領収書を受け取った、という

記述は無い。これはベル が、あくまで主人公を、その他の人物 に会わせまいとしたからではないだろうか。

9.Balzer:a. a.0., S.36.

10.Bern舩h, Arp臈:Zur Stellung des Romans≫Gruppenbild mit Damea in

B�ls Werk. In:Die subversive Madonna. Hrsg. von Renate Matthaei. K�n

1975,S.39.

 尚、私の考えでは、ハンスの語りの内容そのものにも、信頼できない箇所がある。というのも、ある箇所 で

ハンスは、自分が現在27歳 であるとしているにもかかわらず 、別の箇所では、4年 前まだ22に なるかなら

ずであつたとも語るのである。もちろん、ベルが単に、27マイナス22を 計算し間違えた可能1生もあるが。

11.Poppe, Reiner (hrsg.):Ansichten eines Clowns. Zu den clownesken

Elementen des Romans. Hollfeld 1999, S.29.
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  全 てがハ ンス個 人 のせ いで あるとLother Ulsamers12の ように述 べ ることは 、ストー

リーを理 解 しているなら出 来な い はず だ。なぜ ならハンスとマ リー の 関係 が、ボンのカトリック・

サ ー クル によつて壊 され てい くさまが 、ハ ンスの回想 という形 で描か れるからである。くだん の

サ ー クル は、二 人 の人 物 、即 ちゾンマ― ヴィル ト司教 お よび キンケル によつて 、事 実 上支 配 さ

れ て い た。マ リー も含 め た サ ー クル 構 成 員 は 皆 、二 人 の 唱え るい わ ゆ る 「秩 序 原 理 」

Ordnungsprinzipienに 、(ハンスによれ ば)逆 らうことが出来ない 。ところがハ ンスは 、始

めか ら二 人 と仲 たが い して しまう。その結 果 マリー は 、カトリック・サー クル の勧 めに従 い 、彼 の

もとを去ることになるので ある。

  以 上のことから『道 化 師』で はOrdnungsprinzipienと いう言葉 が、権力 の象 徴 とし

て使 わ れ てい ることが 、容 易 に読 み 取 れる。す なわちOrdnungsprinzipienと いう概 念

を利 用 して、影 響 力 の 強 いものが 、その他 の者 の 「自由意 志」を無 理や りこしらえて いく。だか

らハ ンス は、サ ー クル の権 力 者 達 に電 話 で嫌 が らせ を言 うことが、マリー を取 り戻す の に有 効

で あると信 じている。

  だ が実 は 、小 説 『道 化 師 』は 、カ トリシズム批 判 だけで は 終わらない。ここで作者 に批 判 さ

れ てい るカトリシズムの背 後 には 、更 に大きな権力 が描 かれ ている。その一 つ は 、いうまでもな

く国家権 力13で ある。そもそもハ ンスとマリーが破 局 に至った直接 の原 因からして、ハンスが 、

教 会 よりも先 に、国家 に結 婚 を承認 してもらわなくて はな らない とい う制 度 に反 対だ ったことで

ある。また、国家 の強 い影 響 力 は、カ トリック教 徒達 ばか りか 、全 ての 登場 人物 たちに及ん で い

る。言 い換 えれ ば 、最 終 的 に は政 治 権 力 を掌握 す るもの が、登場 人 物たちを操 って いるの で

ある。

  ところで 『道 化 師 』に は 、マ リオ ネ ットを示 唆 す るモ チ ー フが度 々 登 場 す る。Manfred

Durzack14の いうように、作者 はマ リオ ネットのモ チー フを用 い て、登場 人 物た ちの無 力 さ

や 無 知 を批判 しているの あろう。またベ ル は 、HeiIIz Ludwig Arnoldの インタビュー に

対 し、『道 化 師』の プ ロットは 、そもそ もテセ ウスの ラビリンス神 話 で あると、コメントして いる。

12.Lother Ulsamer:Zeitgen�sische deutsche Schriftsteller als Wegbereiter

f�Anarchismus und Gewalt. Esslingen am Necker 1987, S.112.

13.Michael Butlerに よれ ば、『道化 師』にはベル の国家権 力批判が最も如実 に現れ ている。

Butler, Michael:Ansichten eines Clowns:the Fool and the labyrinth. In:

The Narrative Fiction of Heinrich B�l. Hrsg. von Michael Butler. New York

1994,S.134.

14.Durzack, Manfred: Der deutsche Roman in der Gegenwart;

Entwicklungsvoraussetzung u. Tendenzen;Heinrich B�l, G�ter Grass,

Uwe Johnson, Christa Wolf. Stuttgart 1979, S.120.
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Bernd Balzerは 、このコメントの一 部を使 って15、マ リー を、ラビリンス神 話 の後 日謳 である

ナ クソス島のア リアドネ にあて はめようとしている。しか し私 の考 え では 、もつと素 直 に作 者 の言

葉 を信 用 して 良い。なぜ な ら、実 際 に、『道化 師』の 世 界 は 、ラビリンスの状 況 に似 ているか ら

である。つ まり、主人公 は繰 り返 し「壁 」Wandl6の 存在 を感 じるし、ラビリンスで迷 つた人 々が 、

結 局 ミノタウロスの思 い のままになるの と同 じく、小 説 の登 場 人 物 たちも、何 者 かの 支配 を受 け

るのだ。

  しかし、それ ならばこの 小説 にお い ては 、誰 が ミノタウロスにあた るのだろ うか。その 人物

は、ハ ンス以 外 で唯 一 「糸 」Fadenに つ ながれ てい ない 人 物 だ。ハ ンスによれ ば 、ハ ンス 自

身とそ の人 物 以外 の人 々は 、「人形 のようにまぬ けで 、何 千 回 も襟 に手 をやるくせ に、自分 達

を苦 しめ て いる原 因 の糸 を見 つ けることが で きな い」dumm wie alle Puppen, die

sich tausendmal an den Kragen fassen und doch den Faden nicht

entdecken, an dem sie zappeln17の である。そ の人 物 は しかも、億 万長 者 であること

により、人 々 を物 質的 に支配 し18、テ レビ出演 して 、人 々を強 引 に説 得 する19こ とで 、精神 的 に

も人 々 に君 臨している20。

  その 人物 とは、ハ ンスの父 親 である。彼 こそが 、小 説 中 の支 配 構 造 のトップ に立 ち 、カトリ

ック教徒21を 含 む全 ての登場 人 物達 に影 響 力 を行 使 で きる、ミノタウロス的存 在22な のである。

  そう考えると、マリー を取り戻す 為 のハンスの 「戦 い 」とは 、結 局 自分 の父 親 との戦 い へ と、

行きつ く。だか らこそベ ル は 、ハ ンスの父親 ― 人 だけ を、読 者 の前 に直接 登場 させ 、小説 中も

つとも長 い章 を、ハンスと共 に作 らせ たので はない だろうか 。

15.Balzer:a. a. O., S.27.

16.Werke. S.145, S.204.

17.Werke. S.204.

18.Werke. S.156.

19.ハ ンス は父親に 「抗いがたい魅力」zwingende Charmeが あるとしている。 Werke. S.

177.

20.Werke. S.203.

21.ハ ンスの父親は、「褐炭会社」Braunkohlenfirma撒 てい為 。ところで'Braunkohleと い

う言葉は、「キャベ ツ」Kohlと いう言葉を内包している。そして、小説 中のカトリック教徒は、 「キャベツ」を

食べることを強調されて描かれている。ベルは、二つの言葉、即ちBraunkohleとKohlの 結びつき

を利用して、ハンスの父親とカトリック教徒たちの間接的な結 びつ きを示唆したかったのかもしれない。「父

さん」Vaterと いう言葉も同様である。ハンスはこの言葉を、以前は―度も使った事がない。しかし、彼 の

父親 がハンスを訪 ねてきた時、初めてこの呼び方をするのである。Vaterと は、もちろん、カトリックの教

父に対する呼称でもある。

22―父親 自身 は、そのことに気付いていない。彼は 自分 自身も、与えられた役割を果たしているだけだと

思っている。自分の力に対す る父親の無自覚は、ミノタウロス自身も迷宮の囚われ人(牛?)だ ったことに

由来するのではないだろうか。
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  ところで 、ハ ンスは 、自分 の父 親 を「半分人 間的 な搾 取 者」ein halbwegs humaner

Ausbeuter23で あると、みな してい る。また、自分 の姉 が 戦 死して以 来 、ハ ンスは両親 を親

とは みなしていな い0加 えて 、彼 の 理 想 の家族像 に 、父 親の 姿 は欠 けている(父 親 は 、愛 人 の

もとにい ることにな つている。)っまり父親 とハ ンスとの つなが りは、金 銭 に 関す ることのみ であ

る。ハ ンスがわ ざと舞 台 で転 び 、金 銭 的 に困窮 した上 で ボンへ 帰 郷 した理 由は 、それ で はじ

めて納 得 がい く。(単 にボ ンへ 帰るためだ けなら、ハ ンスはごくまとも に興行 ツア ーを打 ちきる

だ けで 良か つた はず だ 。)なぜ なら、その結 果 、自分の 息子 の窮状 を知つた父親 が 、ハ ンスの

自宅 へ と訪 ね 、ハ ンスと対 決 す るはめ になるか らで ある。そ してハ ンスは 、マ リー に手 紙 で告

知 したように 「一 種 の精 神 的戦 い」を始 めるのである。

  僕 の父 は 、雰 囲 気 を必 要 とす る人 間なのだ。そしてこの部 屋の

  雰 囲気 のせ いで 、彼 は神 経 をとがらせ 、無 口になっていた。24

  既 に父子 の対 面 シー ンの 出だ しから、ハ ンスの父親 は、困惑 させ られ ている。彼 は 、ハ ン

ス の 部 屋 の 無 秩 序 さ が 、気 に 入 らな い の で あ る。先 ほ ども 述 べ た が 、「秩 序 」原 理

Ordnungsprinzipienが あるか らこそ、父 親 は作 品世 界 に君 臨 できるの である。

  ところでハ ンスの父 親 が 、自分 の 息 子 に金 銭 的援 助 を申 し出るの は、息子 のた めで はな

く、「道 化 」という職 業 が、世 間 的秩 序 か ら逸脱 しているため 、父 親 にとって 目障 りだか らで あろ

う。(なぜ なら、父 親 の金 銭 的援 助 には 、あくまで 「俳優 にな ること」という条件 がつ いてい るか

ら。)ハンスは 、父 親 の 申 し出を拒 絶 す る。即ち 、父 親 の君臨す る世 界 に組 み 込まれ ることを拒

む のである。

   ハンスの姉 ヘ ンリエッテは 、「無 」Nichts25と いう感 覚 を味 わうことで 、「秩序 」に支配 さ

れ 硬 直 した世 界 か ら、逃 げ 出 していた。ハ ンスも眠ってい るとき「無」Nichtsを 感 じる26こ とが

で きるし、か らつぼ の 目をパ ントマイムです ることもできる。(父子 の対 面 では、この 目の表 情も、

23.Werke. S.150.ベ ル は、一つの物事にっいて、その相反する二つの側面を描く傾向があるよう

だ。例えばすでに述べたことだが、『道化師』のClownに しても、その愚者としての側面、賢者としての側

面を、二っとも描いている。故 に「人間的」humanenと いう言葉は、「人間のような」という意味にもとれる。

(ミノタウロスは、言うまでもなく半人半牛である。)

24.Werke. S.180.

25.Michael Butlerは 、ヘンリエッテの「無」Nichtsを 、「母親の残酷な偏見からの、夢見がちな距

離と解釈している。Butler:a. a―0., S.137.

26.Werke. S.145.ハ ンスはこのとき「壁に頭を突っ込んでいる」ようにも感 じると述べる。この「壁」と

いう言葉が「ラビリンスの壁1という意味を含んでいるのなら、彼 はラビリンスを超越 しようとしているのではな

いだろうか。
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父親 を動揺 させ る。)そしてハ ンスとヘ ンリエッテ 以外 で は 、子 供 達 が 「無 」Nichts27を 体 得 し

てい るようだ。そ れが 可 能な のは 、子 供達 が まだ 、Ordnungsprinzipienを 学 んでい な

い28か らで ある。大人 にとって 「常識」であるOrdnungsprinzipienは 、『道化 師』中の 子

供達 には、通用 しない。それ で、大人 の硬 直 した世 界 は 、子 供 によつて 、混乱 させ られる29の

である。子供 自身 は、自分 の影響 力 に無 自覚な のだ が。

  っまり、「無 」Nichtsと は、>>Ordnungsprinzipien〈 《に 支 配 され て い な い 人 間 の 、

思 考 状 態 な の で あ る。ハン囚 ま、「無 」Nichtsを 体得 す ることによつて、子 供 と同 じように30、

父親 の支 配 す る大人社 会 に対抗 す る武器 を、手 に入 れ てい るの で はないだ ろうか。

  さて父子 の 対面 に話 を戻 す が 、ハ ンスは 自分 の 「あくび 」31や 「食 物 」32によって、自分 の

父親 を苦 しめることにな る。つ まり、ハンスの食 事そ のものが 、父 親 に吐き気 をもよお させ るほ

か 、実 際 に食 されな かつた 「りんご」という食 物 で す ら、ここで は父 親 へ の攻 撃 道 具 となるよう

だ。

  ハ ンスは父 親 の面 前で りん ごという言 葉を二 度 口にす る。最 初 は 、父 親 が彼 に、たん ぱ く

質 以外 のものを食 べ るよう注 意 した 時である。その ときハ ンスは 、「後 で りんごを食 べ る」と父親

に答 える。しか し「りんご」は単 にた んぱ く質 以 外 の食 物 の― 例 として登 場 した の では なさそう

だ。とい うのも、ハ ンスの 女友 達 であるモニカ がハ ンス の家 に持 ってきた食 料 の 中 には、りん ご

は含 まれ ていな いば か りか 、彼 の家 は彼 が 帰 宅 す るまで少 なくとも三ヶ月 は 無 人状 態 で あつ

たとされ てい るか らだ 。しかも、実 際にハ ンスが 「後 で 」食 べ るの は 、りんごで はな く、バ タつ き

パ ンと豆 なの である。そして りんご は 、この小 説 の 他 の場 所 でも重 要な役 割 を果 た して いると

考 えられ る。

  デ ザ ー トに はりんごが 出た。そ の時 になつてようや く僕 は 母 に、ヘ ンリエ ッテ は学 校 の

27.Werke. S.158.ち なみに、ここにSchulmappeと いう言葉 が使われている。これはもちろん

「学校鞄」ととるのが普通だが、「(ラビリンスの)地図」という意味を、作者がこめた可能性 もあるのではない

だろうか。

28.Werke. S.144.

29.例 えばキンケルの子供は、両親の嘘を容認 しない。またカールの子供達が、カールの答案用紙にワ

インをこぼしたので、学校で「勤勉」を説く際、カールはばつの悪い思いをしなくてはならない。

30.Poppeが 、道化と子供は、社会的な精神の束縛から自由であると述べている。 Poppe:a. a.0―,

S.42.

31.Werke. S.184.

32.川 崎祐人氏によれ ば、ベル文学において食物は意味深長なモチーフである。

川崎裕人、『ハインリヒ・ベル 原初への回帰一女性と共同体を中心に一(1)』(『独仏文学研究第12号 』)岡

山大学文学部 、1992年 、196ペ ージ
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  遠 足 でどこに行 ったのか と訊 いた。母 は少 し笑 つて言 った。「遠 足 だなん て。馬 鹿 ね。

  あの 子 はボンに行 ったのよ。高射 砲部 隊 に志願 しにね。りんごの皮 をそんな に厚 く剥 く

  んじゃな いよ。坊 や 、見ときなさい。」母 は 、本 当にりん ごの皮 を僕 の皿 か ら取 って、そ

  れをぐるりと削 ぎ取 り、自分 の節 約 の 証拠 たる薄 つべ らな りんごの 切れ 端 を 口に押 し込

  んだ。33

上 の 引用 は、ハ ンスの姉 ヘ ンリエ ッテ が高射 砲 陣地 に送 られた夜 を、ハ ンスが 回想 した箇 所

であ る。この 日、ハ ンスの母 親 は 、「聖 なるドイツの 国土」を守るため に戦 場 へ 赴 かせ た。ヘ ンリ

エ ッテはそ の結果 として死 ぬことになる。母親 の夫 は褐炭会 社 の社 長で あり、彼 女 は夫 の金 で

生 活 している。彼 女 は 自分 の金 銭 的利 益 を守 るため に、自分 の娘 を死 に追 い や った とい える

で あろう。また 、同 じ晩 にハ ンス は 、母 親 のむ い たりん ごのことを、「忌 々 しい りん ごの皮 」die

verfluchten Apfelschalenと よん で強調 している。

 僕 は 不安 だつた。そ の理 由までわ かっていた が 、それ を言 い表 す の はどうせ 無 理だ っ

 たろう。そ して僕 は、あ の忌 々 しい りんごの皮 のことを考 えると、カッとなつた。僕 は庭の 、

 泥 まみれ の雪 に覆 われ たドイツの土 に 目をや った 。ライン河 へ と、しだれ 柳 の 木 々 を

 透 か して、ジー ベ ンゲビル ゲの 山並 み へと。そして 、この眺 めは す べ て愚 か しく見 えた。

 34

もち ろ ん 、verfluchtと い う言 葉 は 、「忌 々 しい 」とい う意 味 にも取 れ るが 、また 「呪 わ れ た 」と

い う意 味 も持 っ て い る。この ような 状 況 をま とめ ると、グ リム 兄 弟 の童 話 、「白 雪 姫 」35と よく似 て

い ることが わ か るだ ろ う。まず 、「りん ご」に 関 して は 、も は や 説 明 は 不 要 で あ ろうが 、他 に も例

え ば 「泥 まみ れ の 雪 」とい う言 葉 は 、白雪 姫 にな ぞ らえ られ た36ヘ ン リエ ッテ の 、不 幸 を暗 示 し

て い るの で は な い か 。また 、ジ ー ベ ンゲ ビル ゲSiebengebirgeは 、童 話 の 中 で 姫 が 七 つ

の 山sieben Bergeの 向 こうで 、七 人 の 小 人 と暮 らして い ることを 連 想 させ る。この 後 ハ ンス

33.Wekre. S.79.

34.Werke. S. SO.

35.Br�er Grimm:Kinder und Hausm舐chen. Ges. durch d. Br�er

Grimm-der zweib舅digen Erstausgabe von 1812 und 1815 nach dem

Handexempler des Br�er-Grimm-Museums Kassel.1986, Band 1, S.238-

250.こ の版 では 、まだ、白雪 姫 の母 親 は 、実母 である。

36.ヘ ンリエッテが 口に出 せ ば 、「くそ 」とい う言 葉さえ、「雪のように」響 いた 、とい う記 述 もある。Werke.

S.86.
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は自分の椅子に対して、怒りをぶつける。

 僕はベッドの前に置いてある椅子を蹴飛ばした。けれども椅子は倒れなかったので、

 もう一度蹴飛ばした。とうとう椅子はひっくり返り、僕のナイトテーブル37の ガラス板を

 粉々にした。38

  壊れやすいガラスが砕けること自体に無理はない。しかし、グリム童話の中で、白雪姫が

ガラスの棺に横たわっている、とされた為に、ベルはここでハンスにガラス39板を破壊させたの

だ、とも考えられる。白雪姫は、ガラスの棺に仮死状態で助けを待つていた。だが、『道化師』

では、ガラスは既に壊されてしまったのである。これは、ヘンリエッテが救われる可能性のもは

や無くなった事を暗示しているのではないだろうか。事実彼女は二度と再び帰つては来ない。

40

  りんごという言葉 は 、他 にもまだ 使 われてい る。例 えばハ ンスの 母 親 は 時折 「幸 福 な家族 」

を演 じてみ たくな り、自ら「りんごの 花の お茶 」を入 れ ようとす る。しか し、彼 女 の 子 供た ち(ハ ン

スと、彼 の弟 のレオ)は 、ヘ ンリエ ソテの ことを思 い 出 し、母 親 を拒 む ので ある。そして 、彼 女 が

誰 も来 ない地 下室 で独り密か に41む さぼるの42は 、「アップル ジャムつ きのハ ム」である。

  ヘ ンリエ ッテ が戦 地へ 行 か され たとき、ハ ンスの父 親 は何 も言 わ なか った 。した がつて 、

37.「 ナイトテーブル」Nachttischは 、りんごのデザートNachtischと の言葉遊びかもしれない。

38.Werke. S.80.

39.ガ ラスのモチーフは、このほかの箇所 にも、「狩」Jagdと いうA葉 と組み合わせて使われている。(グ

リム童話の中でr狩 人」が果たす役割の大きさについては、周知のとうりである。):「僕達の巨大な居間の

中で起きたことには全て、幅広いカシの木棚の上のお祖父さんの狩のトロフィーと、蓋っきジョッキと、どっ

しりした、鉛ガラスのはまった本棚とがその場に居合わせ たのだった。」(Werke. S.81)「 『狩にだって?

僕 はまた、カトリックの聖職者は狩への参加を禁じられているとばかり思ってたよ。』苦しい沈黙が訪れた。

マリーは赤くなった。キンケルは苛 々して部屋の中を早足で歩 き、栓抜きを探 し回っていた。ちょうど入っ

てきていた彼の妻 は、塩 味のアーモンドをオリーブの載 っているガラス皿 に注ぎ空けた。jWerke, S.

130.

40― 彼女 の死は、家族 には口頭で伝 えられるのみであり、実際に彼女が死んだかどうかはっきりしない。

この死の曖昧さも、グリム童話の白雪姫との共通点である。

41.グ リム童話の女王が、毒りんごを作るのも、誰も来ない部屋である

42.こ の作品の中にはまた、「肝臓」1.eberと いう食物も度 々登場するが、とりわけハンスの母親の 「肝

斑1Leberfleckは 、ベルの言葉遊びであろう。すなわち、白雪姫の 「肝臓 と肺臓」を食べたつもりの、姫

の母親に引っ掛けているのである。ところで「未来のマリー」がハンスの空想の中で、いらいらしながら食べ

るのも、「レバーソーセージ」Leberwurstで ある。これは、ハンスが、「未来のマリー」を自分の母親と重

ねてみているからではないだろうか。(ハンスは、マリー が現在 「姦淫の」罪を犯 しているとおもっている。)

そして「未来のマリー」の子供は、「雪のように白い」枕の上で眠ることになりている。
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娘 の死 にっい ては 、彼 にもその責 任 の一 端 があるはずだ 。ハンスは 、ヘ ンリエッテの名を出 す

ことを父親 が 恐れ てい る、と考 えてい る。確 か にハンスは、そ の名を直 接 口にす ることはしなか

つたが 、ヘ ンリエ ッテをなぞ らえた 娼 白雪姫を示唆 す る「りん ご止 いう言 葉でもって、間接 的 に

父 親 を攻 撃 しているので はな いだ ろうか。果 たしてハ ンスが二 度 目にその 言葉 を 口に した際 、

(このときハ ンス は、子 供 時 代 にろくな食 べ 物 をもらえなか ったと父 親 を非難 している。)、父親

は泣 き出 し、彼 が最 初 は軽 蔑 していた 「冷蔵 庫 で冷や された」コニャック44を 、動揺 のあまり、よ

りにもよって 「ガラスの コップ」で飲 ん で しまうのである。ここで示され てい るのは 、父親 の権威

の失 墜 であろう。

  だ が父 親 の 動 揺 は 、ハ ンスの 完 全 勝利 を意 味す るのだろうか 。実 は この父 親 は 、そ う簡

単 に降参 す るような男 で は なかつたのだ。4杯 目のコニャックを飲 み干 す と彼 は 、いそいそと帰

り支 度 をはじめる。息 子 に金 を与えず に。というのも、彼 は金 にっい て話す ことは 、現在 自分 が

「少 しばか り楽 しん でいる」「悲劇 」の 、「高貴 な苦 悩というレベル 」にふ さわしくない と考えるから

だ。そして、父親 は 、「ず るそ うににや つと笑 つて」立ち去 る。結 局ハ ンスは 、父 親か ら金 をもらう

ことも、隠れ た権 力 者 ・権 威 の象 徴 ミノタウロスとしての彼 のありようを変 えることもで きな い。ハ

ンスは街 頭 のギター 弾 きに成 り果 てるのである。

  H.J. Bernhardは 『道 化 師』にベ ル のポジティブな姿勢 を見 出す ことがで きなか つた

為 、ベ ル が精 神 的危 機 をむ かえたの だとしている 菊。しか し私 はこの意 見 には賛 成で きない。

なぜ なら、一 つ にはBernd Balzerの い うように お、ハ ンスは小説 の 初 めから、既 に「没落 」

47を 望ん でいるか らである
。

  しか も、ハ ンスは希 望 を捨 てて いない 。す なわ ち、自分 が街 頭 のギター 弾きになれ ば 、

43.ハ ンスにとって、「白雪姫」とは、ミノタウロスによって破壊される、「―秒か二秒しか続かない幸福」の

象徴でもあるかもしれない。なぜなら、ハンスとマリーが初めて一夜を共にした翌朝、白雪姫をおもわせる

ような「赤い頬に黒髪の」幼い少女が、幸せに浸るハンスの前に、現れるか らである。また、このとき「僕 は

(ボンボングラスの)蓋を開けた」ich machte das Glas aufと いう表現も、共に使われる。いうまでも

なく、白雪姫が救われるとき、ガラスの蓋は開いたはずである。

44.自 分の所有物全てが 「最高」bestで なくては気が済まないハンスの父親は、一度冷やされたコニャ

ックは、もはやbestで はない、として初め馬鹿にするわけである。ちなみ に、最初彼は、ミネラルウォータ
ーを「もっとも安全な飲み物」die sicherste Getr舅keと して選択するのだが

、ハンスの用意したそ

の他の飲み物には、毒でも入っているような言い方ではないか。

45. Bernhard, Hans Joachim: Geschichte aus der ≫Provinz≪. In:

Schriftsteller Heinrich B�l. Hrsg. von Werner Lengning. M�chen 1969, S.

90―98.

46.Balzer:a. a. O., S.53.

47.Werke. S.69.
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Marieが 「慈悲 の心 」Barmherzigkeit'$を お こして 、自分 のもとへ 帰 つてくる可 能 性が

あると、ハンスは 思って いるのである。      '

  そ うBarmherzigkeitこ そ 、ハ ンスが周 囲の人 間 に求 め ていることなの である。彼 は

Barmherzigkeitを 、「人間 らしさ」であると考 えているのだ。49ハ ンスは 度 々 、周 囲 の人

間を動 物 にたとえる。それ は彼 が、人 々 はBarmherzigkeitを 失つていることで 、「人 間 ら

しさ」をも失 っているとお もっているか らで はな いだろうか。そ して 半人 半獣 か らの 人 々 のメタモ

ル フォースが 、ハ ンスの 、かつ ベ ル の願 いだ ったので はな いだ ろうか 。それ は 半 人 半 牛 のミノ

タ ウ ロス か らの 解 放 を 意 味 す る か らで あ る 。ち な み に 、こ の 小 説 中 で ハ ン ス に

Barmherzigkeitを 示 す の は 、彼 の友 人 ザ ビー ネ ・エ ーモ ンズで ある。また 、ハ ンスが最

後 に通 行人 か らもらつた小 銭も、通行 人 のBarmherzigkeitの あらわれ とみ なす事 ができ

る0

  またハ ンスは、芸 術 の種類 に貴 賎 を設 けることにっ いて以 前か ら疑問 を感 じていた。だが

彼 は街 頭 の ギター弾 きになることによって、「芸 術 の レベ ル 分 け」か らの 、自らの解 放 を成 し遂

げてもいる。

  このようにハ ンスは 、彼 の父 親 、即ちミノタウロス に部分 的に は勝 つたわ けである。そ してミ

ノタウロスとの戦 いは 、マリー が発 端 である。つ まり彼 女 はハ ンスを(無 意識 とはい え)間 接 的 に

導 いたことにな る。彼女 はアリア ドネ 役 を演じた ことにな るの である。した がって小説 中で ハ ン

スが 「自らの意 思 でしつかりと握 り締 めている糸 」とはマ リオネ ットの 糸 というよりはむ しろ、ア リア

ドネの 糸 を意 味す ると思わ れ る。(マリオネ ットは 自分 で 糸 を握 つたりは しない から。)その 糸 の

助 けによって 、ハ ンスは 精神 の 自由を修 ち取るため に 、ミノタウロスと戦 つたの である。そしてミ

ノタウロスは、現実 離れ した妖1蚤などで はな く、ハ ンス 自身 の 父親 だ った。また、ハ ンスが戦 い

の 際、武器 とした のは 、日常 にお けるありふ れ た言 葉で あった。道 化 師 ハ ンスは 、役 立た ず の

愚者 であると同 時 に、神 話の英 雄テセウス的 な、日常 に お けるヒー ロー でもあるの である。

48.ベ ル文学においてのBarmherzigkeitと いう言葉は、しばしばマリア信仰と結びついている。

『道化師』に関しても、Barmherzigkeitに 関連 した部分 が、他 にもある。ヘンリエッテは明らか に

barmherzigな 存在として描かれているが、高射砲陣地へ向かった時、彼女は(普 段決してかぶ らない

帽子のせ いで)junge Frauの ように見えた、という記述が本文の79ペ ージにある。junge Frauと

いう言葉は、「若い女性1を意味するだけでなく、マリア信仰 にお けるマリアのことも指すのではないだ ろう

か。また、ハンスの留守宅に、モニカが立てていったろうそく(無人の家に、普通火のついたろうそくを置い

ていくだろうか?)も 、教会内の灯明を暗示する可能性がある。

49.Werke. S.140.
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 Der >Held<   im Alltag 

       -Zu Heinrich Bölls »Ansichten eines Clowns « 

                                         HASAKA Chie 

  In dieser Arbeit habe ich Bölls Roman »Ansichten eines 

Clowns« interpretiert. Bei meiner Untersuchung habe ich den 

Details im Text besondere Aufmerksamkeit gewidmet, weil ich 

glaube, daß das Werk nicht nur politische Propaganda ist, 
sondern auch ein Roman, in dem der Autor auf wichtige 

Kleinigkeiten achtet. 

   Dabei setze ich voraus, daß Böll seinen Helden benutzt, um 

seine eigenen Gedanken zum Ausdruck zu bringen, obwohl er von 

ihm Abstand nimmt und ihn etwas ironisiert. 

  Böll beschreibt die Macht der »Ordnungsprinzipien«, die ein 

Liebespaar (Hans und Marie) nach und nach zerreißt. In diesem 

Roman sind die »Ordnungsprinzipien« ein Symbol für die Macht 

der einflußreichen Männer. Sie bilden die »Freiwillen« der 

anderen. Im Hintergrund steht die Politik, und der Vater des 

Helden verfügt über die eigentliche Quelle der Macht, obwohl er 

selbst es nicht bemerkt. 

  Böll selbst hat darauf hingewiesen, daß der Plot dieses 

Romans der Theseus-Labyrinth-Mythos ist. In diesem 

Zusammenhang stellt sich uns der Vater von Hans als 

Minotaurus, Marie als Ariadne und Hans als Theseus dar. 

   Hans nimmt gegen seinen Vater den Kampf auf. Wenn man 

seine Aufmerksamkeit auf die Kleinigkeiten des Texts richtet, 
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kann man bemerken, daß der Held nur alltägliche Dinge oder 

Wörter als seine geistigen Waffen benutzt. Er kann in der Folge 

seinen Vater zwar nicht bezwingen, aber er kann einige Male die 

Freiheit des Geistes und die Menschlichkeit seines Umkreises 

gewinnen. Daher endet der Kampf, der durchaus im Alltag 

geschieht, zum Teil mit seinem Sieg. 
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